
無料プリント

国語「古文」　第2章．連用形接続の助動詞①

1 き 【解答】　 (1)、 (2)は左の活用表を参照。

　　 (3)　いった ＜古文＞ すこしよろしき者の、式部の大夫などいひしが、せしなり。
＜現代文＞ 少しは身分がある者で、式部の大夫などといった人が、したのである。

【主な意味と用法】　

　　　・   過去 華やかなりし辺りも人住まぬ野良となり
 「～した」 （華やかだったあたりも人が住まない野原となり）

2 けり 【解答】　 (4)、 (5)は左の活用表を参照。

　　 (6)　いた ＜古文＞ 昔、男ありけり。
＜現代文＞ 昔、男がいた。

【主な意味と用法】　

　　　・   過去 ただ泣きに泣きけり
 「～した」 （ただ泣きに泣いた）

　　　・   詠嘆 うちおどろきたれば、夢なりけり
 「～たのだなあ」 （ふと目を覚ましたところ、夢だったのだなあ）

【 アプリ版のご紹介 】 古文・漢文 【 オマケの一題 】

　中学社会　地理・歴史・公民

　1997年に結ばれた、温室効果ガスの削減目標を定めた条約は？
　(A) ジュネーブ条約　(B) 京都議定書　(C) 原子力協定　(D) 南極条約

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　解答と解説

古文・漢文を学習中の中学生、高校生必見！定期試験とセンター試験に頻出
の「古文単語」「古典文法」「漢文」を、完全に無料で学べるアプリが登場！！
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